
2023年6月9日 

「幸えび」が国際基督教大学の学食で提供について 

 

 
 

 国際基督教大学（ICU）の学食にて「幸えび」を使用した料理が提供されました。大学での提供は

初の試みとなります。毎日60食限定で6月7日から9日まで日替わりでお召し上がりいただきました。 

 

 国際基督教大学（ICU）のSDGs推進室は、2021年4月に発足された教職員・学生合同の組織で

す。SDGs17の目標達成を目的とし、学内・学外問わず活動をしています。今回、意識すべき課題は

「１２ つくる責任 つかう責任」と「１４ 海の豊かさを守ろう」です。海幸ゆきのや合同会社が生産・

販売を行う国産シロアシエビのブランド「幸えび」は、環境に優しい生産方式とそのおいしさ・新鮮さ

から「幸」せを運ぶ食材として注目を集めています。 

 

 「幸えび」の生産方式は天竜川の清流を使った完全閉鎖循環型陸上養殖を採用しております。ま

た、抗生物質や保存剤などの薬品は一切使用せず、「幸えび」にとってストレスフリーな環境下を構

築し、安全で安定する生産に成功。陸から陸へ、「幸」せを運ぶ「幸えび」は、頭から尻尾まで殻ごと

食べられ、生食も可能なサスティナブルな食材としてSDGsに寄与します。 

 

＜詳細＞ 

提供メニュー：「幸えび」のかき揚げうどん、ジャンバラヤ「幸えび」添え、「幸えび」と野菜の天丼 

価格：600円 / 1食 

国際基督教大学（ICU）のSDGs ウェブサイト：https://sites.google.com/info.icu.ac.jp/icusdgs/home 



 


